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• Radical Basis Function Neural  Network
（放射基底関数ニューラルネットワーク）

� 入力ノードから中間層ノードへの結合の重みを設定する
ため、データの教師なし分類を行う（クラスタリング）
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• 教師データ（例えば、にしん200匹，さんま200

匹）からランダムにM 個データを選ぶ

� M ≈ 400× 0.05 ≈ 20 （『≈』は、『≒』の国際的な記述方）

• クラスタリング
� K-MEANS（教師なし学習）

� Dirichlet Partition
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1µ
2µ

3µ• 中間層のノード数が少ないと、学習が出
来ない（BIAS）

• 逆にノード数が多いと、テストデータは上
手く分類されない（Variance）
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教師データデータ
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2 Classの 2次元データ k Classの d 次元データ
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重みの値はどのように決める？ � 教師データから学習する
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全てのデータに対して、誤差を求める
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微分 の解から

W を求めることができる。

E が最小になる値を見つけるには、
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• にしん200，さんま200のデータを使って、

RBFを求めよ。
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自由課題


